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 はじめに 

 令和 7 年度は、橋野鉄鉱山が、明治日本の産業革命遺産の構成資産の 1 つと

して世界遺産として登録されてから 10周年の節目の年でした。また、太平洋戦

争の終戦から 80年を迎える年度でありました。子どもたちにとって、改めて郷

土の歴史を振り返るとともに、平和の尊さについて学ぶ機会となりました。 

 市内中学生によるかまいし絆会議の取組では、「かまいし絆議会」を行い、「持

続可能な社会の担い手づくり」として、児童生徒に市政について関心をもって

もらう一助としたところです。 

 令和 8年度は、第六次釜石市総合計画の後期 5か年の初年度となることから、

さらなる学校教育の充実と文化財及び世界遺産の保存・活用に取り組んでまい

ります。 

それでは、「第六次釜石市総合計画」に掲げる施策及び「釜石市教育大綱」に

関わる事項を中心に、令和 8 年度の施策の大要について申し上げます。 

 

１ 健やかな成長を図る幼児教育の充実 

幼児教育の充実につきましては、令和 8 年 3 月末をもって鵜住居幼稚園を休

園することにともない、教育委員会が所管する保育・幼児教育施設は実質なく

なりますが、引き続き保育・幼児教育施設と小学校との円滑な接続を中心に、幼

児教育の充実に取り組んでまいります。 

保育・幼児教育施設と小学校との円滑な接続については、年長児と小学 1 年

生の 2 年間の架け橋期に適した活動や指導の改善を図るために作成した「架け

橋期のカリキュラム」を活用してまいります。 

また、令和 8 年度は、保育・幼児教育施設と小学校との合同研修会に加え、
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保育・幼児教育施設の保育士・教諭と小学 1 年生の教諭が、保育・幼児教育施

設と学校で互いに 1 日を過ごし、相互理解と情報交換を図ることを目的にした

相互 1 日体験研修会を実施し、より連携を深めてまいります。 

 

２ 生きる力を育む学校教育の充実 

 変化が激しく予測困難な時代にあって、学校教育には、児童生徒が自分らし

さを発揮しながら、多様な他者と協働し、自らの未来を切り拓き、持続可能な社

会の創り手となることができる資質・能力を育成することが求められておりま

す。 

学校教育の充実につきましては、「知・徳・体」を備えた児童生徒の育成のほ

か、自ら考え、判断し、自ら行動できる力、共生の力、自己肯定感、ふるさとを

大切に思う心、そして、自他の命を大切にする子どもを育み、釜石市教育大綱に

掲げる「志と豊かな心を持って未来を拓く力を育む人づくり」につなげてまい

ります。 

 教育の推進に当たっては、「まもる」(子どもの命を守る)、「つくる」(魅力あ

る学校をつくる)、「たかめる」(教職員の指導力や授業力を高める)、「のばす」

(一人一人のよさや可能性を伸ばす)、「つなぐ」(歴史や文化、災害の教訓をつな

ぐ、子どもたちと地域や社会とをつなぐ)、「ささえる」(子どもの学びと育ちを

支える)の 6 つのキーワードのもと、学校教育の充実を図ってまいります。 

(１) 確かな学力の育成  

 確かな学力の育成につきましては、引き続き当市の課題であります。学力向

上を図るためには、教師がどう教えるかに終始する学びから、子ども一人一人

がどう学ぶのかを大事にした、教師主体の学びから子ども主体の学びへの転換
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をさらに図る必要があります。 

 令和 7 年度には、小中学校が連携して授業改善を図り学力向上につなげるた

めに、中学校区単位で実践交流会を行っております。この実践交流会では、小中

学校が課題を共有し、学力向上に向け共通実践していくことを確認しておりま

す。令和 8 年度も実践交流会を継続し、小中学校が連携して授業改善に取り組

むことで学力向上につなげてまいります。  

また、小学校ではタブレット端末を活用したＡＩドリルを導入し学習に役立

てることや教員の指導力向上のための研修の充実、指導主事による訪問指導等

を通し、引き続き「学びの改革―子どもが主役の授業―」を掲げ取り組んでまい

ります。 

(２) 豊かな心の育成 

豊かな心の育成につきましては、児童生徒が、多様な他者との関わりを通し

て、他を思いやる心、自他の命や人権を尊重する心、自らを律する心、感謝の心

と奉仕の心、豊かな情操などを、各教科での学びや道徳教育、体験活動など学校

教育全体で育み、児童生徒一人一人が自分のよさに気づいて学校生活を送るこ

とができるようにすることで、自己肯定感を高めてまいります。 

また、豊かな情操を育てるため、「第 5 次釜石市子どもの読書活動推進計画 

かまいし読書プラン 2025」に基づき、読書活動に取り組んでまいります。 

(３) 健やかな体の育成 

 健やかな体の育成につきましては、小学 5 年生及び中学 2 年生を調査対象と

した「令和 7 年度全国体力・運動調査」の結果をみますと、体力合計点で、小学

5 年生男女と中学男子が全国及び県を上回っており、中学 2 年生女子が県より

若干下回っているものの全国は上回っているという結果であり、取組の成果が
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みられます。 

種目別に見ますと、全国や県を下回っているものもあることから、引き続き、

体力や運動技能の向上を図る体育の授業の充実や体育的行事への取組、健康教

育や食育の推進、岩手県教育委員会が推進し県全体で取り組む「60(ロクマル)

プラスプロジェクト推進事業」の各学校での取組を通して、望ましい食習慣や

規則正しい生活習慣、運動習慣の形成に取り組んでまいります。 

(４) いのちの教育の推進 

自他のいのちを守るために、主体的に行動できる児童生徒の育成を目指すい

のちの教育は、当市の学校教育推進の柱の 1 つです。 

防災教育の推進につきましては、引き続き「釜石市防災教育の手引き」を活用

して取り組んでまいります。児童生徒が、防災に関する知識・技能を身につけ、

様々な自然災害の発生に際し、主体的に行動できる力を育成してまいります。

また、防災のみならず、学校教育全体を通じて生命尊重の心を育んでまいりま

す。 

令和 8 年度は、東日本大震災から 15年が経過した年度になります。釜石市防

災市民憲章に掲げる、「備える」「逃げる」「戻らない」「語り継ぐ」が、これまで

のいのちの教育の取組を通して、児童生徒に育まれているのかを確かめながら、

いのちの教育を推進してまいります。 

(５) 国際理解教育の充実 

国際理解教育につきましては、小中学校での英語の授業を通して言語運用能

力を育成するとともに、外国語指導助手を活用し積極的に外国語を用いてコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を育成してまいります。なお、令和 8 年度

は、外国語指導助手を 1名増員する計画でおります。 
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また、インターネットを活用した他国の児童生徒との交流などにより、グロ

ーバル化が進む社会において、児童生徒が他国の文化や人々の生活、考え方を

理解し、共に国際社会の一員として生きる態度や能力を培ってまいります。 

(６) 小学校から高等学校までの系統的なキャリア教育の推進 

 キャリア教育の推進については、岩手県教育委員会では、児童生徒が将来の

社会人・職業人として自立して生きるために必要な能力を総合生活力、児童生

徒が主体的に人生計画を立て、進路を選択する能力を人生設計力と定義しキャ

リア教育で育成すべき能力としております。 

このことに基づき、キャリア教育の推進では、小中学校の各発達段階に応じ

て、各種活動や職場見学、職場体験活動、進路選択の取組などを通じて、総合生

活力及び人生設計力を育成してまいります。そして、高等学校での「釜石コンパ

ス」の取組により、将来のキャリアを主体的に考え、選択する力の育成につなげ

てまいります。 

 教育委員会では、令和 8 年度も総合政策課との連携により、中学生を対象に

「釜石オープン・フィールド・カレッジ推進事業」による職業体験学習を実施い

たします。 

 

３ 地域づくりに寄与する特色ある教育活動の推進 

(１) 地域との交流の推進 

 地域との交流の推進につきましては、各学校では、読み聞かせや学習ボラン

ティアなど地域の方々に関わっていただくことを通した交流、お世話になって

いる地域の方々への感謝の会による交流などが行われています。老人福祉施設

を訪問しての交流や交通安全の呼びかけを通した交流などを行っている学校も
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あります。 

 地域との交流は児童生徒が様々な方々との触れ合いを通して学ぶ貴重な機会

です。地域との交流を児童生徒の豊かな心の育成や地域貢献活動として取り組

むことで地域への関心を高めてまいります。 

(２) 郷土理解を深め、郷土への誇りと愛着を育む活動 

 郷土理解を深め、郷土への誇りと愛着を育む活動につきましては、当市の豊

かな自然、歴史や文化、ラグビー、産業などを学ぶべき資源とし、郷土を学ぶ学

習や体験活動を通し、児童生徒が郷土のよさへの理解を深め、誇りと愛着を持

ち、地域や社会に関心をもつ児童生徒を育ててまいります。 

 当市の特色である「鉄の学習」では、従前からの中学 1 年生による鉄づくり

体験に加え、令和 7 年度からは小学 5 年生による鋳造体験を実施しており、取

組の充実を図っているところです。さらに、令和 8 年度は、大島高任生誕 200年

となることから、鉄に関する体験学習と関連づけ、学びを深めることで、郷土へ

の誇りと愛着を育んでまいります。 

(３) 児童生徒の主体的な活動の推進 

 児童生徒の主体的な活動の推進につきましては、授業で、児童生徒が、自分で

課題や学習方法を選択したり、自分で学習計画を立てて取り組むこと、児童会

や生徒会活動で自分たちの学校生活に目を向け改善に取り組むこと、地域や社

会に目を向け自分たちができることを考え取り組むことなど、児童生徒に考え

させ任せる場面や自分事として取り組ませる機会を設け、自分で考え判断した

り、仲間とともに取り組んだりすることで、達成感を味わわせ、自己肯定感を高

めることに努めてまいります。 

(４) 学校給食を生かした食育の推進について 
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 学校給食を生かした食育の推進につきましては、学校給食と関連させ、食の

重要性や食に関する正しい理解と安全安心な食を選択できる力を養うための栄

養教諭による食育の授業を行ってまいります。また、釜石の食材を使った献立

による「まるごと釜石給食」や、地元企業の製品を学校給食に取り入れることに

より、地元の食べ物への理解を深め、食への関心を高めるとともに、家庭と連携

し、望ましい食習慣の形成を図ってまいります。 

なお、令和8年度からは、市内小中学校に通うすべての児童生徒の学校給食費

を完全に無償化し、家計負担の軽減と、子育て支援の更なる充実を図ってまい

ります。 

 

４ 教育環境の充実とさらなる向上 

(１) 学校施設の適切な維持管理と環境整備 

学校施設の維持管理につきましては、必要な修繕・補修を速やかに行うとと

もに、適正な管理に努めてまいります。 

学校トイレの洋式化、特別教室へのエアコンの設置、校舎のＬＥＤ化などに

ついては、児童生徒が安全・安心に学校生活を送れるよう、引き続き計画的に進

めてまいります。 

また、国のＧＩＧＡスクール構想に基づく一人一台タブレット端末について

は、今年度更新準備が整ったことから令和 8年度より本格運用してまいります。 

(２) 家庭や地域との連携強化 

 家庭や地域との連携強化につきましては、コミュニティ・スクールにおいて

保護者や地域の方々に学校運営に関わっていただいております。また、ＰＴＡ

活動や地域学校協働本部事業の取組、各地区生活応援センター及び地域会議な
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どの協力により、様々な学校支援や児童生徒の登下校の見守り活動など地域で

子どもを育む取組が行われております。 

 今後も家庭、地域との連携を大事にしながら、地域で子どもの成長を支える

取組をお願いしてまいります。 

(３) 相談機能の充実 

 相談機能の充実につきましては、教育相談員、スクールカウンセラー、スクー

ルソーシャルワーカーを中心に学校や児童生徒、保護者からの相談に対応して

まいります。また、当市のこども家庭課や宮古児童相談所など関係機関とも連

携、協力してまいります。 

令和 8 年度は、不登校児童生徒の相談及び支援のため、釜石市教育支援セン

ター「若葉教室」担当の相談員を 1 名増員いたします。 

(４) 特別支援教育の充実 

 特別支援教育の充実につきましては、児童生徒一人一人に応じた支援を行う

ため、引き続き特別支援教育支援員の配置を計画してまいります。また、特別支

援教育について専門的知見を有する関係者で巡回相談を実施し各校に助言を行

う巡回相談事業も継続してまいります。 

 令和 7 年度には、市内副校長 1 名が特別支援教育に関わる検査資格を取得し

ました。このことにより、検査が必要となった際に、迅速に対応できる体制が整

ったことから、今後の特別支援教育の充実に生かしてまいります。 

 

５ 生徒指導の充実 

 不登校対策につきましては、授業改善による「わかる授業」の実施、一人一人

が安心して生活できる「居場所づくり」、お互いに認め合い共感できる「絆づく
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り」など、魅力ある学校づくりを推進していくほか、教育相談体制の充実、不登

校の初期対応の重視、オンラインによる支援などを行ってまいります。 

 教育委員会では、令和 7 年度に市内 5 校の中学校に不登校対応のための支援

員を配置し、校内教育支援センターの支援を行っております。5校のうち 3校は

小学校との兼務になっています。引き続き支援員を配置し、校内の支援体制へ

の活用を図ってまいります。 

 また、釜石市教育支援センター「若葉教室」は、休園となる鵜住居幼稚園に移

転し、教育環境の充実を図るとともに、相談員を 1 名増員し、アウトリーチ型

の支援を行うことにより、機能強化を図ってまいります。 

 不登校の要因は複雑化しており、理由がはっきりしないものやゲーム依存に

よるものなどもみられることから、学校、保健福祉、医療との連携のもと、不登

校児童生徒及び家庭への支援や教育機会の確保に努めてまいります。 

 いじめへの対策としましては、お互いを思いやりいじめを許さない学校風土

づくりや人権意識の醸成による未然防止、教職員のいじめを見逃さない姿勢や

アンケート調査、教育相談によるいじめの早期発見・早期対応、情報モラル教育

の推進など、各学校で策定している「いじめ防止基本方針」に基づき、組織的に

対応してまいります。 

 いじめ問題について関係機関で協議を行う「いじめ問題対策連絡協議会」に

おいては、関係機関との情報共有やいじめ対策についての協議など連携しなが

らいじめ問題に対応してまいります。 

 

６ 校種間連携の推進 

保育・幼児教育施設と小学校の連携につきましては、今年度完成した「架け橋
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期のプログラム」による取組の推進のほか、幼保小連携研修会や相互体験研修

の実施による相互理解、保育・幼児教育施設と小学校との交流活動などにより、

円滑な接続を図ってまいります。 

 小学校と中学校との連携につきましては、当市の課題である「確かな学力の

育成」に向けた連携を中心に取り組み、その成果を中学校区ごとに行う「授業実

践交流会」で検証してまいります。 

 高等学校との連携につきましては、高等学校の教員や生徒が小中学校からの

依頼により訪問して授業を行ったり、児童生徒の活動をサポートする小中学校

への出前授業を活用した連携を行ってまいります。 

 

７ 中学校の部活動について 

 中学校の部活動は、生徒の心身の健全な育成と豊かな人間性を図る上で大き

な教育的意義を持つ活動です。しかし、生徒数の減少や部活動が全員加入から

希望加入になっていることなどから、部活動への加入者の減少により十分な活

動ができないことや自校に希望する部活動がないなどの課題があります。 

教育委員会では、学校同士で合同部活動を行う際の交通費の支援のほか、他

校の部活動に参加できる仕組みも作ってまいりました。 

令和 8 年度は、他校の部活動に参加しやすくなる仕組みとして、新たに、拠

点校方式を取り入れることとしております。拠点校方式とは、自校に部活動の

種目がない場合、その種目の拠点校になっている学校の部活動に加入できる仕

組みであり、従来の方法では、制度上の規定から他校の部活動に参加できても

中学校総合体育大会に参加することができないことがありましたが、拠点校方

式を取り入れることで中学校総合体育大会への参加が可能となるというメリッ
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トが生まれます。 

部活動を支援する部活動指導員については 1 名増員し、4 名を配置し部活動

を支援してまいります。 

国の方針では、令和 8 年度から令和 13年度までの 6年間を改革期間とし、休

日については、改革期間内に、原則、すべての学校部活動において地域展開の実

現を目指すとされております。部活動の地域展開は、子どもたちの成長を願い、

地域で子どもを育てるという仕組みづくりでもあります。また、当市の芸術文

化及びスポーツの振興にも関わるものです。引き続き、市長部局及び関係団体

と協議してまいります。 

  

８ 教職員の働き方改革の推進 

 教職員の働き方改革につきましては、2026 年度から 2028 年度の 3 か年を期

間とする新たな「釜石市立学校における教職員の働き方改革プラン」(釜石市立

学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画)を策定し、次年度よ

り本プランによって働き方改革に取り組んでまいります。 

本働き方改革プランは、教職員のワークライフバランスを確保し、やりがい

をもって子どもたちの教育に力を尽くせる働きやすい職場環境をつくり、より

よい教育を行うことを目的とするためのものです。教職員が子どもと向き合う

時間や授業改善に取り組む時間が確保できるよう取り組んでまいります。 

 

９ 学校規模の適正化・適正配置 

市内小中学校の学校規模の適正化・適正配置については、今年度、「釜石市学

校規模適正化・適正配置推進計画」を策定いたしました。現在、令和 9 年 4 月
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に統合予定の鵜住居小学校と栗林小学校、平田小学校と白山小学校の統合に向

け、統合準備委員会を設置し協議を行っております。 

今後、推進計画により統合が予定されている学校については、統合準備委員

会において、統合に向けた協議を行ってまいります。 

 

10 文化財の保存・活用 

文化財の保存・活用につきましては、中・長期的な視点に基づき「釜石市文化

財保存活用地域計画」に掲げる「歴史文化をいかし未来をつくるまち 釜石」を

目指して、各種事業を展開してまいります。 

令和 8 年度におきましては、学校と連携しながら子どもたちの体験学習とし

て、鉄づくり体験や鋳造体験を実施してまいります。また、子どもから大人まで

幅広く参加できる事業として、有形文化財公開事業や郷土芸能体験教室、歴史

文化や食文化に関する講演会等を開催し、市民が釜石の歴史文化をより身近に

感じられるよう努めてまいります。 

そのほか、釜石の歴史文化の理解を深めるために、国史跡である橋野高炉跡

及び屋形遺跡の調査を行うとともに、食文化や埋蔵文化財といった歴史文化の

総合的な調査を進め、保存はもちろんのこと、活用によって関係人口の創出に

も寄与してまいります。 

世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である橋野鉄鉱山について

は、発掘調査に基づき、適切な保護をしていくとともに、理解増進を図るべく、

史跡整備も進めていきます。あわせて、「近代製鉄の父」大島高任の生誕 200年

となる令和 8 年度は、その関連事業を実施してまいります。 
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令和 8 年度は、「第六次釜石市総合計画 後期計画」のスタートの年度になり

ます。「第六次釜石市総合計画」の教育文化分野に掲げる「未来を担う子どもた

ちの育成」及び「子どもを育む環境づくり」のための教育振興施策に取り組んで

まいります。 

議員各位と市民の皆様、保護者の皆様には、子どもたちを温かく見守り、ご理

解とご支援を賜りますよう心からお願い申し上げ、教育行政方針といたします。 

 


